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令和元年１２月定例記者会見 

【１２月３日(火)午前９時３０分／４階特別会議室】 

 

会見項目 

１ 第１回宮古市公式 Instagram（インスタグラム）フォトコンテスト 

について                           （秘書広報課） 

２ イーストピアみやこ「わらすフェス～クリスマス～」の実施について（復興推進課） 

３ 第 11 回宮古地区学生研究・意見発表会について       （産業支援センター）                       

４ みやこの鮭大漁祈願祭について                   （観光課） 

５ クラウドファンディングの実施について           （財政課・農林課） 

 

 

 

会見内容 

  別紙資料１～５のとおり。 

 

 

記者との質疑 

 

ＮＨＫ記者 

  「元祖宮古鮭まつり」の中止は初めてですか。また、元祖宮古鮭まつりと今回の大漁

祈願祭の催しを比較し、できなくなった内容を教えてください。 

市長 

  過去の中止は、平成元年（鮭の不漁）、平成 19 年（川の氾濫）、平成 23 年（東日本大

震災）です。今回行うことができない催しは、鮭のつかみ取りです。 

ＮＨＫ記者 

クラウドファンディング（亀ヶ森一本桜の樹勢回復事業）の実施について、これまで市

として一本桜の樹勢回復事業は行っていましたか。 

市長 

一本桜は、2016 年から樹勢に衰えが見られ、樹木医の指導の下、管理を行ってきまし

たが、今年の春に急に衰えが見られ花が咲かなくなったことから今回本格的に樹勢回復

に取り組むことにしました。 

ＮＨＫ記者 

クラウドファンディングで寄付を募った理由は何ですか。 
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市長 

９月補正で市の事業として予算を計上しておりますが、この度クラウドファンディン  

グで行います。財源について一本桜をみんなで大切にする、もう一度花を咲かせてほし

いという願いと思いを表す意味でクラウドファンディングを取り入れました。 

朝日新聞記者 

  クラウドファンディングで、もし目標金額に届かない場合はどうなりますか。 

市長 

  目標に届かない場合でも予算を計上しているので、事業は実施します。 

朝日新聞記者 

  台風第 19 号について、被害の現状とこれからどのような支援が必要か教えてくださ

い。 

市長 

  被災した方の災害公営住宅への入居、道路・漁港・水道施設の応急復旧は行いました

が、本格的な復旧はこれからになります。今後、災害査定を受け本格復旧に取り組みま

すし、全壊や大規模半壊をした世帯、土砂災害のレットゾーンに該当する世帯の方につ

いても、状況勘案しながら、別な所で再建し安心して生活できるよう支援策を講じなが

ら取り組んでいきます。 

岩手日報記者 

  クラウドファンディングの担当課はどちらになりますか。 

市長 

  寄付については財政課。一本桜の樹勢回復事業については農林課になります。 

岩手日報記者 

  三陸ジオパークの再認定審査が終了しましたが、審査を終えての考えをお聞かせくだ

さい。 

市長 

  ２年前に４年の認定をもらいたかったが、活動が不十分で２年の認定になりました。

この２年間は課題とされた、南から北までの地域の一体感不足と管理体制を見直し、エ

リアを南・中央・北に分けてそれぞれがしっかりと取り組む体制を作ることができまし

た。岩手県もこれらの間を結び付けて活動してきました。あとは、ジオパークの委員会

に判断を委ね結果を待ちたいと思います。 

岩手日報記者 

  先日国から三陸鉄道の復旧費について 97.5 パーセントが国の負担とし、県と沿線自治

体で残りの 2.5 パーセントの負担とする方針が示されました。本格復旧に向けて市長の

見解をお聞かせください。 

市長 

  東日本大震災からの復旧を果たし、その後ＪＲ山田線の移管もありました。当初今年
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度は黒字の見通しとなっていましたが、台風第 19 号による被害がありました。残念な状

況となりましたが、こうした中で国に対して強く支援をお願いしました。 

  残りの 2.5 パーセントについては、県と沿線市町村で負担をしながら、マイレールと

して維持していく決意であります。 

ＮＨＫ記者 

  盛岡市で久慈市の災害ごみの受入対応を始めましたが、宮古市の災害ごみ対応は今後

どのようになりますか。 

市長 

  広域行政組合において可燃ごみについては年度内に対応できることから、他市に持っ

ていく予定はございません。 
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資料１ 第１回宮古市公式 Instagram（インスタグラム）フォトコ   

ンテストについて 

趣旨・ 

目的 

 宮古市公式インスタグラムを活用してフォトコンテストを行うことで、画

像による宮古市の魅力を対外的に発信し、また撮影のために本市を訪れる流

入人口の拡大につなげることを目的に行います。 

募集期間 
令和元年１２月９日（月）から令和２年１月３１日（金） 

 

応募資格 
市民、市内を訪れる観光客などどなたでも応募できます。 

 

内容 

■応募方法 

①インスタグラムをインストールする 

②宮古市公式アカウント「＠tokoton
トコトン

_miyako
ミ ヤ コ

」をフォローする 

③スマートフォンなどで撮影した写真に 

「 ＃
ハッシュタグ

岩手・宮古の魅力２０１９」を付けて投稿する 

■テーマ 宮古市の歴史、文化、伝統、自然、風景、観光、食、場所、人物、 

産品、動物、イベントなど 

■応募点数 １人３点まで（未発表の作品に限る） 

■各賞及び賞金 

     最優秀賞＝５万円（１点） 

     優 秀 賞＝３万円（１点） 

     特 別 賞＝１万円（４点） 

（テーマ賞、ほのぼの賞、アイディア賞、おもしろ賞） 

 

特記事項 

◎審査は、写真に精通する委員を選任して行いますが、最終審査として市民

交流センターに作品を展示し、市民の皆さんにも審査に参加してもらう方

法（投票）で行う。 

◎入賞作品は賞金の他副賞として、広報みやこ４月１日号の表紙などで紹介

する。 

※これまで開催してきた動画コンテストに代わって、今年度新たに取り組む

事業です 

問い合せ 
 秘書広報課 広報係（☎６８－９０６５） 
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資料２ イーストピアみやこ「わらすフェス～クリスマス～」の実施に 

ついて 

趣旨・ 

目的 

 市民交流センター（イーストピアみやこ）において、クリスマスをテー

マとしたイベント「わらすフェス～クリスマス」を市民と共に開催する。 

日時 １２月１５日（日）１０時～１５時        

場所 市民交流センター（全館）            

主催 宮古市市民交流センター             

内容 ■予定している催し ※全て参加無料 

①クリスマス手作り教室【会議室】 

 ・10 時～12 時、13 時～15 時（随時受付） 

 ・ミニツリーなどクリスマスにちなんだ小物作りのワークショップ 

②アクティ部キッズ広場【交流プラザ】 

 ・10 時～12 時、13 時～15 時（随時受付） 

 ・エアー遊具３種を設置した遊び場（対象：４～10 歳） 

③親子でヨガ体験教室【運動スタジオ】 

 ・10 時～11 時（受付 9時 30 分～） 

 ・定員 10 組、20 名程度（対象：未就学児とその保護者） 

④食育レッスン（テーマ：「腸を整える食のお話」）【創作スタジオ】 

 ・13 時 30 分～12 時 30 分 

 ・定員 20 名程度（託児あり） 

⑤映画上映会【多目的ホール】 

 ・上映開始 14 時（受付 13 時 30 分～） 

 ・上映作品「それいけ！アンパンマン」劇場版最新作 

⑥サンタの落とし物ラリー【全館】 

 ・10 時～15 時（景品交換） 

 ・館内に隠されたイラストを探すゲーム（景品あり） 

⑦クリスマスおひるねアート【和室】 

 ・10 時～15 時（入退室自由） 

 ・クリスマスをテーマとした写真撮影スポットの設置 

 

特記事項 ◎催事名「わらすフェス」は、子どもを指す「わらす」と「笑って過ご

す」の二つの意味を込めたもの。 

◎ふれあいカフェ「ミヤココ」が臨時営業予定（11 時～15 時） 

問い合せ 市復興推進課市民交流センター（☎６３－４１６６） 
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資料３ 第１１回宮古地区学生研究・意見発表会について 

趣旨・ 

目的 

宮古地区の高校生、学生に研究・意見発表の場を提供することで、学生

が意欲的に研究・意見発表に取り組み、主体性や考える力を身に付けるこ

とにより、人材の育成を図ることを目的とする。また、学生の研究・意見

発表への取り組み・考え方を保護者や市内中学生、地域の企業等、地域の

方に理解してもらう。 

日時 １２月２１日(土) 午後１時～３時３０分       

場所 宮古市市民交流センター ２階 多目的ホール 

（宮古市宮町一丁目１番３０号）                   

主催等 主催：宮古市 共催：宮古金型研究会 

後援：沿岸広域振興局、宮古・下閉伊モノづくりネットワーク、 

宮古商工会議所、（一社）宮古観光文化交流協会、宮古市教育委員会 

 

内容 ■今年の参加申込状況は、宮古地区の高等学校７校が参加を予定。日頃の

学習・研究の成果や取り組み等を発表します。 

※参考：（ ）内は今年度の発表内容 

○宮古北高等学校（震災学習列車活用スクールで学ぶ「防災」 他 1件） 

 ○宮古水産高等学校（やがて命に関わる研究～三陸宮古の環境調査～他２件） 

 ○宮古商業高等学校（Welcome to MIYAKO～高校生が考えるインバウンド～） 

 ○宮古工業高等学校（ロボット競技大会と工業祭に向けた取り組み 他 1件） 

 ○山田高校（碑（いしぶみ）の記憶）：今年度から参加 

 ○岩泉高校（幼児の発想力を高めるための方法について） ：今年度から参加 

 ○県立宮古高等技術専門校（２級自動車整備士を目指して）：今年度から参加 

※平成３０年度は参加者を宮古市内の高校生に限定していたが、今年度か

ら対象を宮古市広域の高校生以上の学生に拡大しました。 

 

特記事項 ◎一般参加者を交えた審査を行い、「最優秀発表者」を１件表彰する。 

※今年から審査、表彰を行うもの。 

問い合せ 市産業支援センター 産業支援係（☎６８－９０９２） 
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資料４ みやこの鮭大漁祈願祭について 

趣旨・ 

目的 

例年開催している「元祖宮古鮭まつり」が鮭の不漁により中止となったこ

とから、豊漁を祈願して、鮭三昧のイベントを開催する。 

日時 １２月２２日(日) 午前１１時～午後２時３０分 

 

場所 宮古駅前広場 

 

主催 宮古鮭祭実行委員会 

 

内容 ■予定している催し 

○ステージイベントなど 

11:00 開会セレモニー 

11:15 パンチ佐藤トークショー 

11:45 宮水太鼓演舞 

12:00 大漁祈願餅まき 

12:15 「鮭だ！！ハナマガリ」演舞 

12:30 みやこ市民劇実行委員会特別ステージ 

12:45 宮古市観光親善大使 堀トオル歌謡ショー 

 13:15 お楽しみ抽選会 

13:30 パンチ佐藤トークショー 

13:45 黒森神楽 

14:00 大漁祈願餅まき 

 ○サーモンくん・みやこちゃん写真撮影会（１２時から） 

○無料お振舞い（１２時３０分から） 

 ・鮭汁（先着１５０名） 

 ・甘ザケ
・ ・

（先着２００名） 

 

特記事項 ◎パンチ佐藤さんと八重樫眞さんがＷ司会を務める 

◎イーストピアみやこ２階フロアに宮古鮭まつり小学生図画コンクール入賞

作品を展示 

◎会場内では、宮古の「鮭とば」「鮭の中骨缶」などの鮭グルメを出店 

◎宮古市内商店街と連携を図り、1,000 円以上買い物をした方に抽選券を配布

し、イベント当日に抽選会を行う。（抽選券配布は１２月１６日から） 

問い合せ 一般社団法人宮古観光文化交流協会（☎６２－３５３４） 
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資料５ クラウドファンディングの実施について 

趣旨・ 

目的 

亀ヶ森牧野にある一本桜の開花割合が年々減少し、平成３１年の春には

ごくわずかしか花を咲かせませんでした。一本桜を元気にし後世に残して

いくため、樹勢回復への取組を進めるものとし、その取組の財源確保のた

めクラウドファンディングを実施します。 

なお、クラウドファンディングの実施は宮古市として初の試みとなりま

す。 

 

受付期間 

令和元年１２月６日（金）～令和２年１月３１日（金） 

（受付期間中であっても、目標金額に達した段階で受付を終了する） 

 

内容 

■目標金額 

 ９５０，０００円 

■テーマ   

力強く大きく咲き誇っていた一本桜の、元気な姿を取り戻したい！ 

（亀ヶ森一本桜の樹 勢
じゅせい

回復事業） 

■内容 

一本桜の樹勢回復に要する下記の取り組みを行う。 

①枯れ枝の除去、②小口への防腐剤等の処理、③根の回復のための土壌

改良等 

 

特記事項 

■寄附金の受付は、株式会社さとふるが運営する「さとふるクラウドファ

ンディング」において実施する。 

■本クラウドファンディングに係る寄附に対しては、返礼品の贈呈を行わ

ない。 

 

問い合せ 
財政課財政係（☎６８－９０６８） 

 

 

 

 

 

 

 

 


